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第５・６学年算数科学習指導案  

 

                  日 時 平成 26 年 9 月 26 日（金）2 校時 

           児 童 浜頓別町立頓別小学校  

                      第 5 学年 男子４名  女子 1 名  計 5 名      
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第５学年  

１．単元名（題材名）  

「単位量あたりの大きさ」  

２．単元（題材）について  

 本単元では，２つの量の割合で表される量
を扱い，単位量あたりの大きさで比較するこ
とを指導する。その導入の学習として，平均
の考え方を指導する。  

単位量あたりの基礎の考えは，5 年生の小
数のわり算の単元での「リボン１m のあたり
の値段」，「棒１m あたりの重さ」などを求め
る学習で扱ってきた。このように「１あたり
の量」そのものを求める学習はしてきている
が，人口と面積，ガソリンと自動車の進む道
のりというように異種の２つの量が関係する
場面で，どちらか一方の数値を１と考え，「１
あたりの量」で比べる学習はしてきていない。
本単元では，このように異種の２つの量は，
一方の量にそろえて比較するという学習を行
っていく。また，いくつかの数量をならした
１つあたりの大きさである測定値の平均の意
味も指導していく。  

そこで本単元では，図などを有効に使いな
がら，視覚的にわかりやすい指導をしていく。
また，具体的な場面を児童が想起できるよう
な指導をしていきたい。  
 

３．児童の実態  

算数の授業では，自分の考えをしっかり持
ち，相手に説明できる子が多い。また，少し
難しい問題にも積極的に解決しようとする姿
勢も見られる。  

一方，５人ではあるが，学力差が激しく，
定規やコンパス，ノート作りなどの基礎的な
技能や意欲にも個人差がある。  

そこで，本単元では，直接指導時に見通し
を持たせ，全員の間接指導時の意欲と思考が
継続できるような指導を重視していきたい。
また，図などを使いながら，具体的な場面を
想起させ，身近に感じられるような工夫をし
て，学力の定着につなげていきたい。  
 
 
 
 
「１０より大きい数」の単元では，数の数え
方や１８＋１，１９－７のような加法，減法
はできていた。一方，絵を見て数える問題で
は，絵のまとまりに惑わされて，数え間違っ

第６学年  

１．単元名（題材名）  

「角柱と円柱の体積」  

２．単元（題材）について  

本単元では，角柱と円柱の体積について指
導する。また，不定形の立体についても，角
柱や円柱の体積の考え方を活用して，およそ
の体積を求められることも指導する。  

角柱の体積の基となる考えは，５年生の直
方体や立方体の体積の求める単元で学習し
ている。また，5 年生の別の単元では，角柱
や円柱，さらに角柱も，底面の形によって，
三角柱や四角柱と呼ぶこと，三角形や四角形
などの面積も学習してきた。６年生では，円
の面積や円と関連のある不定形な面積を求
める学習もしている。  

本単元では，それらの学習を基にして，角
柱と円柱の体積を求める公式を導くまでの
過程を重視して指導していく。特に底面積×
高さの式の意味をしっかり捉えさせたい。ま
た，図や表，式，言葉などを用いて体積の求
め方を考える活動も重視していきたい。  
 そこで本単元では，立体の模型なども活用
しながら，角柱と円柱の底面積と高さについ
て視覚的に捉えさせていきたい。また，既習
事項の図形の面積を児童が想起できる工夫
もしていきたい。  
 

３．児童の実態  

算数の授業にまじめに取り組もうとする
姿勢が見られる。二人で教え合いながら，学
習を進める場面も見られる。  

一方，自分にとって少し難しい問題がある
とすぐに意欲が低下し，思考が停滞する場面
も見られる。また，算数に苦手意識をもって
おり，既習の面積の計算などを正確に求める
ことにも時間がかかる場合がある。  

そこで，本単元では，様々な立体の模型も
使いながら，体験的に角柱や円柱の立体に親
しませていきたい。また，小わたりなどして，
意欲や思考が持続できるような声かけをし
ていきたい。  
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４．研究主題との関わり 

平成 25 年度から平成 27 年までの 3 年間は，複式学級における算数科の授業づくりに焦点をあて

て，以下の研究主題を設定し，取り組んでいる。（1／3 年次）  

「学び方を身につけ，見通しをもって意欲的に学ぶ子どもの育成」 
～複式学級における算数科授業づくりを通して～  

 

仮説１ 算数科において系統的な学び方を職員間で共有化し，学ぶ楽しさを実感できるように指導

方法を工夫することで，学び方を身につけ，課題を意欲的に解決できる子どもに育てるこ

とができるであろう。  

【研究内容１】指導方法の工夫と学び方の習得 

①「間接指導」の充実を図る「直接指導」の工夫（１年目重点）  

・問題提示，発問，指示，板書の工夫，ノート指導  

②「わたり」「ずらし」の工夫  

        ・自学自習や学習リーダーによる学習の工夫（１・２年目重点）  

仮説２ 算数科において，考え・交流する場面を効果的に設定することで，他者の意見から，自分

の意見を高め，学力の定着を促すことができるであろう。  

【研究内容２】指導場面の工夫と定着の促進 

①系統的な学び方の共有化と指導（１・２年目重点）  

・リーダーによる自主的な学習の系統化  

②定着を図り，考えを広げるためのまとめの充実  

・まとめを中心に考えた授業づくりの工夫（２・３年目重点）  

仮説３ 算数科において，目標や目指す子ども像を明らかにし，適切に評価をすることで，何事へ

も意欲的に取り組む姿勢を育てることができるであろう。  

【研究内容３】教育課程と授業の改善 

①  子どもの成長をイメージした算数や特別活動への取り組み（２年目重点）  

・算数や行事で目指す子ども像への手立てと成果の確認  

②  授業評価・各種学力調査の授業改善への活用（1 年目重点）  

 ・授業評価，学力検査の分析と交流，授業への活用  

③授業に生きる研修の充実  

 

 5 年生  6 年生  

仮説 1 ・問題提示から課題までの指導過程で，既習や児

童の感覚との違い，児童の生活体験を想起させ

て，課題解決に向けての意欲を持たせる。  

・問題提示では，児童の言葉を引き出し，課題解

決ための見通しや必要感を持たせる。  

・間接指導時に，学習活動への意欲が持続できる

ように，直接指導時には，図や教具などを活用

しながら，課題解決の見通しを持たせる。  

・間接指導時にも小わたりを取り入れながら，自

学自習での学習活動への意欲を持続させる。  

仮説 2 ・個人で考えた意見を班で交流したり，ホワイト

ボードにまとめて学年全体で交流したりする

場面を設ける。  

・班で発表する時には，図や式などを使い，相手

にわかりやすく伝える意識を持たせる。  

・自分の考えを立体の模型やホワイトボードを使

って相手にわかりやすく伝える場面を設ける。 

・相手の意見を聞き，自分の考えとの違いや自分

の考えが深まるような姿勢を促していく。  

仮説 3 ・１単位時間の授業の中で，目指す子ども像に合

致したり，それにつながるような行動ができた

りした時にはしっかり褒めて，教師の価値観を

伝えるとともに，子どもの意欲を引き出す。  

・単元の学習終了時に，単元の授業評価を行い，

次単元からの授業や朝学習，家庭学習に生かし

ていく。  

・１単位時間の授業の中で，目指す子ども像に合

致したり，それにつながるような行動ができた

りした時にはしっかり褒めて，教師の価値観を

伝えるとともに，子どもの意欲を引き出す。  

・単元の学習終了時に，単元の授業評価を行い，

次単元からの授業や朝学習，家庭学習に生かし

ていく。  
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５．単元の学習の関連と発展 

【５年】  
 

５年 単位量あたりの大きさ（本単元）  
割合 

 

６年 速さ  
資料の調べ方  

 
 
 
 
 
 
 

【６年】  
 

４年 立体  

 

５年 体積  
   ともなって変わる量  
   四角形や三角形の面積  
   角柱と円柱  
 

 

６年 比例と反比例 
   円の面積 

角柱と円柱の体積（本単元） 

６．単元の目標  

＜第５学年＞○平均の意味について理解し，資料から平均を求めることができる。  

○平均の考えを用いて問題を解決することができる。  

○単位量あたりの大きさの意味がわかり，単位量あたりの大きさで表した  

り，比べたりすることができる。  

＜第６学年＞○角柱と円柱の体積の求め方を考える。  

○角柱と円柱の体積の公式について理解し，用いることができる。  

○身のまわりにある立体について，概形をとらえて，およその面積を求め  

ることができる。  

７．単元の評価規準  

＜第５学年＞  

関心・意欲・態度  数学的な考え方  技    能  知識・理解  

・妥当な測定値を求め

るために平均を用い

るよさに気づき，進

んで生活や学習に活

用しようとしてい

る。 

・異種の２つの量の割

合でとらえられる人

口密度などを，単位

量あたりの大きさな

どを用いて数値化し

たり，それらを進ん

で問題解決に生かし

たりしようとしてい

る。 

・身のまわりにある事柄につ

いて，平均の考えを用いて

考察している。 

・異種の２つの量の割合でと

らえられる人口密度などを

比べる際，人口と面積が比例

の関係にあることなどをも

とに考え，数直線や図，式を

用いて表し，比べている。 

・異種の２つの量の割合でと

らえられる人口密度などの

比べ方を振り返り，単位量あ

たりの大きさをもとに比べ

るなど，比べ方を一般的にま

とめている。 

・妥当な測定値を

求めるために平

均を用いること

ができる。 

・異種の２つの量

の割合でとらえ

られる人口密度

などを求めるこ

とができる。 

・同じ大きさの数量にならす

ことでより妥当な数値が得

られる場合は，測定値を平

均するとよいことを理解し

ている。 

・異種の２つの量の割合でと

らえられる人口密度など

は，２つの量を両方とも考

えに入れないと比べられな

いことや単位量あたりの大

きさを用いるとよいことを

理解している。 

・１㎡でそろえて考えたいと

き，数値が大きいほうが混

んでいるととらえるなど，

人口密度などの量の大きさ

についての豊かな感覚をも

っている。 
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＜第６学年＞  

関心・意欲・態度  数学的な考え方  技    能  知識・理解  

・身のまわりにあるも

のの体積を調べたり，

それを活用したりし

ようとしている。 

・角柱，円柱の体積の

公式を導きだそうと

している。 

・角柱や円柱の体積について，

面積の求め方をもとに類推す

るなどして，図や式を用いて答

えを求めたり，体積の求め方を

振り返り，公式を導きだしたり

している。 

・角柱，円柱の体積を

公式を用いて求める

ことができる。                 

・必要な辺の長さを測定す

ることで，角柱，円柱の体

積は計算によって求める

ことができることを理解

している。 

・身のまわりにある立体に

ついて，その概形をとらえ

ることでおよその体積を

求めることができること

を理解している。 

 

８．指導計画  

＜第５学年＞（１３時間 本時 ６／１３）  

時

数 
目標 学習活動 

毎時の具体的な評価規準 

関心・意

欲・態度 

数学的な 

考え方 
技能 知識・理解 

１ 

①平均の意味と求

め方を理解する。 

・５個のオレンジか

ら作ったジュースの

量をならすことをと

おして，平均の意味

を知る。 

・平均を計算で求め

るしかたを考える。 

  ・平均を計算で

求 め る し か た

を考えている。 

  ・いくつかの

数量をならし

た値としての

平均の意味を

理 解 し て い

る。 

２ 

②平均から総量を

求めることを理解

する。 

・１個の平均と個数

から，総量を求める。 

    ・平均と個数か

ら合計を求める

ことができる。 

  

３ 

③０があるときの

平均の求め方を理

解する。 

・学級文庫の１日の

利用者数の平均を求

め る こ と を と お し

て，資料の中に０が

ある場合の平均の求

め方を考える。 

・平均で表すと人数

なども小数になるこ

とを知る。 

  ・資料の中に０

が あ る 場 合 の

平 均 の 求 め 方

を考えている。 

  ・実際には小

数が使えない

場面でも，平

均の値として

は小数で表す

ことがあるこ

とを理解して

いる。 

４ 

④平均を利用して

概測をする方法に

ついて理解する。 

・歩幅の平均を用い

ておよその距離を測

るしかたを考える。 

・平均を用

いるよさに

気づき，身

のまわりの

事象につい

て活用しよ

・歩幅の平均を

用 い て お よ そ

の 距 離 を 測 る

し か た を 考 え

ている。 
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うとしてい

る。 

５ 

⑤小単元の練習を

する。 

［かぼちゃ売り］ 

・値段の異なるか

ぼちゃの平均を求

めて均一の値段で

売る場面で，平均

の求め方の誤りに

ついて考える。 

・「平均」の練習     ・平均を求める

ことができる。 

  

６
（
本
時
） 

⑥単位量あたりの

大きさの意味と求

め方を理解する。 

・エレベーターの混

みぐあいを比べるこ

とをとおして，混み

ぐあいは，１㎡あた

りの人数や１人あた

りの面積で比べられ

ることを知る。 

 ・混みぐあいの

比べ方を，単位

面積あたりや，

１ 人 あ た り の

大 き さ の 考 え

な ど を 用 い て

考えている。 

  ・混みぐあい

の比べ方や表

し方を理解し

ている。 

７ 

⑦混みぐあい以外

の単位量あたりの

大きさで比べられ

る場面について理

解する。 

・２つの畑の面積と

じゃがいもの収穫量

から，どちらの畑が

よくとれたかを単位

量あたりの大きさを

求めて比べる。 

  ・単位量あたり

の 考 え を 用 い

て，異種の２つ

の 量 の 割 合 で

と ら え ら れ る

数量について，

比 べ 方 を 考 え

ている。 

  ・異種の２つ

の量の割合で

とらえられる

数量の比べ方

や表し方を理

解している。 

８ 

⑧単位量あたりの

大きさから未知の

数量を求めること

を理解する。 

・１L で 16km 走る自

動車について，９L

で走れる道のりを求

める。 

  ・問題場面を数

直 線 や 図 な ど

を 用 い て 表 し

て考えている。 

・単位量あたり

の大きさの考え

を用いて，問題

を解決すること

ができる。 

  

９ 

⑨単位量あたりの

大きさから未知の

数量を求めること

を理解する。 

・１L で 16km 走る自

動車について，88km

走るのに必要なガソ

リンの量を求める。 

  ・問題場面を数

直 線 や 図 な ど

を 用 い て 表 し

て考えている。 

・単位量あたり

の大きさの考え

を用いて，問題

を解決すること

ができる。 

  

10 

⑩人口密度の意味

と求め方を理解す

る。 

・２つの市の混みぐ

あいを比べることを

とおして，人口密度

の意味と求め方を知

る。 

    ・人口密度を求

めたり比べたり

することができ

る。 

・人口密度の

意味を知り，

表し方や比べ

方を理解して

いる。 

11 

⑪小単元の練習を

する。 

・「単位量あたりの大

きさ」の練習 

    ・単位量あたり

の大きさを求め

たり，具体的な

問題を解決した
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りすることがで

きる。 

12 

⑫身のまわりの事

象を数理的にとら

えて，生活の改善

に生かすことを考

え る こ と が で き

る。 

・水を出しっぱなし

にしたときに流れた

水の量の記録から，

平均を用いて水を節

約できる量について

推察する。 

  ・身のまわりに

ある事柄を，平

均 の 考 え を 用

い て 考 察 し て

いる。 

    

13 ⑬単元のまとめ   単元のまとめ 

 

＜第６学年＞（６時間 本時 ２／６）  

時

数 
ねらい 学習活動 

毎時の具体的な評価規準 

関心・意欲・態度 数学的な考え方 技能 知識・理解 

１ 

① 底 面 が 長 方

形 の 四 角 柱 の

体 積 の 求 め 方

を 考 え る こ と

ができる。 

・底面が長方形の四

角柱（直方体）で，

高さを１cm ずつ変え

て高さと体積の関係

を調べる。 

・四角柱の体積

を調べようとし

ている。 

・四角柱を直方

体 と 見 る こ と

で，四角柱の体

積の求め方を考

えている。 

  ・直方体の体積＝

底面積（縦×横）

×高 さ を 理 解 し

ている。 

２
（
本
時
） 

② 三 角 柱 の 体

積 の 求 め 方 を

考え，角柱の体

積 の 公 式 を 理

解する。 

・三角柱の体積の求

め方を考える。角柱

の 体 積 の 公 式 を 知

る。 

  ・三角柱の体積

の求め方を前時

の学習をもとに

考え，公式を導

きだしている。 

  ・角柱の体積の公

式 を 理 解 し て い

る。 

３ 

③ 円 柱 の 体 積

の 求 め 方 を 考

え，円柱の体積

の 公 式 を 理 解

する。 

・円柱の体積の求め

方を考える。円柱の

体積の公式を知る。 

・円柱の体積を

調べようとして

いる。 

・角柱の体積の

求 め 方 を も と

に，円柱の体積

の求め方を考え

ている。 

  ・円柱の体積の公

式 を 理 解 し て い

る。 

４ 
④ 既 習 事 項 の

練習をする。 

・p.２～５の練習     角 柱 や 円

柱 の 体 積

を 求 め る

こ と が で

きる。 

  

５ 

⑤ お よ そ の 形

を と ら え て 体

積 を 概 測 す る

こ と を 理 解 す

る。 

・ロールケーキを，

およそ四角柱とみた

り，円柱とみたりし

て，概形をとらえて

体積を求める方法を

考える。 

・概形をとらえ

て，既習の公式

を活用しておよ

その体積を求め

よ う と し て い

る。 

    ・ 概 形 を と ら え

て，およその体積

を 求 め る し か た

を理解している。 

６ ⑥単元のまとめ ⑥単元のまとめ 
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９．本時について  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）板書計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５学年  

（１）本時の目標  

○単位量あたりの大きさの意味と求め方
を理解する。 

（２）本時の展開 ＊（別紙）  

（３）評価  

○混みぐあいの比べ方を，単位面積あた
りや，１人あたりの大きさの考えなど
を用いて考えている。（数学的な考え
方） 

○混みぐあいの比べ方や表し方を理解し
ている。（知識・理解） 

 

第６学年 
（１）本時の目標  

○三角柱の体積の求め方を考え，角柱の体
積の公式を理解する。 

（２）本時の展開 ＊（別紙）  

（３）評価 
○三角柱の体積の求め方を前時の学習を 

もとに考え，公式を導きだしている。 
（数学的な考え方） 

○角柱の体積の公式を理解している。 
（知識・理解）  

９／２６（金）p９６ 

⑧単位量あたりの大きさ 

 

１班の考え ２班の考え 

 

 

 

                            答え ３号機のほうが混んでいる。  

９／２６（金）p３ 

⑧角柱と円柱の体積 

 

 

                         

魅羽音さんの考え  

 

波花さんの考え 

 

 

 

 

                             答え ３６㎝３  

 

＜第５学年＞  

 

＜第６学年＞  

 

問題  三角柱の体積を求めましょう。 

 

     図を掲示  

課題 面積も人数も異なるこみぐあいの比べ方を 

考えましょう。 

まとめ こみぐあいは，１㎡あたりの人数など単位量

あたりの大きさで比べることができる。 

課題  三角柱の体積の求め方を考えましょう。 

まとめ 三角柱の体積＝底面積×高さ 

問題  どのエレベーターが一番こんでいるでしょう 

か。 

エレベーターの面積と乗っている人数 

 面積（㎡） 人数（人） 

１号機 ６ １８ 

２号機 ６ １６ 

３号機 ５ １６ 
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（２）本時の展開  

第５学年 ６／１３時間 第６学年 ２／６時間 

過

程 

学習内容 

学習活動（・） 

教師の働きかけ  

発問● 評価★ 

学習内容 

学習活動（・） 

過

程 

 

つ

か

む

  

10

分 

・ 日 付 ， 単 元 名 を ノ ー ト

に 書 く  

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 。  

 

 

 

・ 問 題 を 把 握 す る 。  

「 『 混 ん で い る 』 と は ，

ご ち ゃ ご ち ゃ し て い る

こ と で す 。 」  

「 『 混 ん で い る 』 と は 人

が た く さ ん い る こ と 」  

「 1号 機 と ２ 号 機 が 比 べ

ら れ る 。 」  

「 １ 号 機 で す 。 」  

「 面 積 が 同 じ だ か ら ， 人

数 が 多 い １ 号 機 の ほ う

が 混 ん で い る 。 」  

２ 号 機  

作 業 前 の 図  作 業 後 の 図  

 

 

  ● ● ●  ● ● ●  

● ● ●  

● ● ●  

  ● ● ●  ● ● ●  

● ● ●  

● ● ●  

● ● ●  

● ● ●  

 ● ●  ● ●  

「 な ら し て い る 。 」  

「 平 均 を 求 め て い る 。 」  

３ 号 機  

作 業 前 の 図  作 業 後 の 図  

  

 

 ● ● ●  

●  

● ● ●  

●  

● ● ●  

● ● ●  

● ● ●  

 ● ● ●  ● ● ●  

● ● ●  

● ● ●  

 ● ● ●   

「 ２ 号 機 と ３ 号 機 は ， 人  

 数 同 じ だ か ら ， 面 積 の  

 少 な い ３ 号 機 の ほ う が  

こ ん で い る 。 」  

「 比 べ ら れ な い 。 な ぜ な

ら ， 面 積 も 人 数 も 違 う

か ら で す 。 」  

 

 

【仮説１】 

問題提示から課題まで

の指導過程で，既習や

児童の生活体験を想起

させて課題解決に向け

ての意欲を持たせる。  

 

 

 

 

 

 

 

 

● 「 混 ん で い る 」

と は ， ど う い う

こ と で す か 。  

● ３ つ の 中 で す ぐ

に 比 べ ら れ る の

は あ る か な ？  

● １ 号 機 と ２ 号 機

は ， ど ち ら が 混

ん で い ま す か 。  

● ど う し て そ う 思

っ た の 。  

● 他 に 比 べ ら れ る

の は あ る か な 。  

● ２ 号 機 の 様 子 を

比 べ ら れ る 図 に

直 し て み ま し ょ

う 。  

 

● こ れ っ て ， ど ん

な 作 業 を し て い

る の か な 。  

● 式 に 表 す と ？  

 

 

 

 

 

● ２ 号 機 と ３ 号 機

は ， ど ち ら が 混

ん で い ま す か 。  

● １ 号 機 と ３ 号 機

を 比 べ ら れ ま す

か 。  

【 仮 説 １ 】  

・課題提示では，課題

解決ための見通しや

必要感を持たせる。  

● １ 号 機 と ３ 号 機

の ど ち ら が 混 ん

で い る か 比 べ 方

を 考 え ま し ょ う  

 

   

 

・ 前 時 の 復 習 を 行

わ せ る 。  

 

 

 

・ 前 時 の 四 角 柱 の

復 習 を 行 う こ と

で ， 本 時 に 既 習

事 項 を 生 か せ る

よ う に す る 。  

 

 

・ 日 付 ， 単 元 名 を ノ ー ト に

書 く 。  

 

 

 

・ 前 時 の 四 角 柱 の 体 積 を 求

め る 問 題 の 復 習 を 行 う 。  

 

ひ

ろ

げ

る  

 

10 

分  

  

 

 

問題 どのエレベーターが一番こんでいるでしょうか。 

 

エレベーターの面積と乗っている人数 

 面積（㎡） 人数（人） 

１号機 ６ １８ 

２号機 ６ １６ 

３号機 ５ １６ 

 

課題  面積も人数も異なるこ 

みぐあいの比べ方を考え 

ましょう。 
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考

え

る  

 

10 

分  

・ 個 人 で 考 え る 。  

・ 図 や 式 で 考 え ， ノ ー ト

に 書 く 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 考 え が 思 い 浮

か ば な い 子 の

た め に ヒ ン ト

カ ー ド を 用 意

し ， 思 考 を 促

す 。  

・ 問 題 の 提 示  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【仮説１】 

・間接指導時に，学習活

動への意欲が持続でき

るように，直接指導時

には，図や教具などを

活用しながら，課題解

決の見通しを持たせる  

 

● 三 角 柱 っ て ， ど

ん な 立 体 で し た

か 。  

・ 三 角 柱 の 具 体 物

を 見 せ る 。  

 

● こ の 三 角 柱 の 高

さ は 何 cmで す か  

 

● ど う し て そ う 思

っ た の 。  

 

● ４ cmで は な い で

す か ？  

・ 体 積 と は も と も

と １ cm３ の 立 方

体 を 何 個 分 あ る

か と い う 定 義 を

想 起 さ せ る 。  

● 三 角 柱 の 高 さ は

１ cm３ の 立 方 体

を 何 個 分 積 み 上

げ て い る か な 。  

 

 

 

 

● 三 角 柱 の 体 積 の

求 め 方 を 考 え ま

し ょ う 。  

 

● 今 ま で を 習 っ た

こ と を 使 っ て 求

め ら れ な い か な

？  

・ 問 題 を ノ ー ト に 書 く 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 三 角 柱 と は ど の よ う な 立

体 か 既 習 事 項 を 想 起 す る  

 

 

 

 

 

 

「 底 面 積 が 三 角 形 の 角 柱 で

す 。 」  

 

 

 

 

「 ６ cmで す 。 」  

 

 

「 底 面 積 が 三 角 形 な の で 、

そ こ に 垂 直 な 辺 が 高 さ だ

と 思 っ た か ら で す 。 」  

 

「 そ こ は ， 三 角 形 の 高 さ で

す 。 」  

 

 

 

 

「 ６ 個 分 で す 。 」  

 

 

 

 

 

つ

か

む

  

 

10 

分  

  問題 三角柱の体積を求めましょう。 

             

            ４cm 

  ６cm        ３cm 

         

課題 三角柱の体積の求め方を考えましょう。 

予 想 される考 え  

 

考 え ①  図 で 比 べ る 。  

１ 号 機 の 図  ３ 号 機 の 図  

● ● ●  

 

● ● ●  

 

 ● ● ●  

●  

● ● ●  

● ● ●  

 

● ● ●  

 

 ● ● ●  ● ● ●  

● ● ●  

 

● ● ●  

 

 ● ● ●  

 

 

 

答え ３号機のほうが混んでいる。  

 

考 え ②  １ ㎡ あ た り の 人 数 で 比 べ る 。  

１ 号 機  １ ８ ÷６ ＝ ３  

３ 号 機  １ ６ ÷５ ＝ ３ .２  

 

答え ３号機のほうが混んでいる。  

 

考 え ②  １ 人 あ た り の 面 積 で 比 べ る 。  

１ 号 機  ６ ÷１ ８ ＝ ０ .333…  

３ 号 機  ５ ÷１ ６ ＝ ０ .312５  

答え ３号機のほうが混んでいる。 

 

考え③ 面積を３０㎡にそろえて比べる。  

   【５と６の最小公倍数の３０の利用】 

１号機 面積 ６×５＝３０  

    人数 １８×５＝９０ ９０人  

３号機 面積 ５×６＝３０  

    人数 １６×６＝９６ ９６人  

答え ３号機のほうが混んでいる。 

 

考え④ 人数を１４４人にそろえて比べる。 

【１６と１８最小公倍数の１４４の利用】  

１号機 人数 １８×８＝１４４ 144 人  

面積 ６×８＝４８   48 ㎡  

３号機 人数 １６×９＝１４４ 144 人

面積 ５×９＝４５   45 ㎡  

答え ３号機のほうが混んでいる。 
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ま

と

め

る  

15 

分  

・ 班 の 中 で 考 え を 交 流 す る  

 

・ ミ ニ ホ ワ イ ト ボ ー ド に 班

の 考 え を 書 く 。  

 

 

 

 

・ 班 ご と に 発 表 す る 。  

 

・ 式 ・ 答 え を 確 認 す る 。  

 

 

 

 

 

 

【仮説２】 

・個人で考えた意

見を班で交流し

たり，ホワイト

ボードにまとめ

て学年全体で交

流したりする場

面を設ける。  

・班で発表する時

には，図や式な

どを使い，相手

にわかりやすく

伝える意識を持

たせる。  

★混みぐあいの比

べ方を，単位面

積あたりや，１

人あたりの大き

さの考えなどを

用いて考えてい

る。（数学的な考

え方）  

 

 

 

 

【仮説１】 

・間接指導時にも小

わたりを取り入れ

ながら，自学自習

での学習活動への

意欲を持続させる  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 個 人 で 考 え る 。  

・ 三 角 柱 の 体 積 の 求 め 方 の 式

と そ の 理 由 を 個 人 で 考 え る  

 

 

考

え

る  

 

15 

分 

   

  

 

ひ

ろ

げ

る  

10

分 

・教 科 書 p97の「 ☆ ５ た し

か め 」 の 問 題 を 解 く 。  

 

 

・ 教 科 書 p9７ の

「 ☆ ５ た し か

め 」 の 問 題 を

解 か せ る 。  

 

★混みぐあいの比

べ方や表し方を

理解している。

（知識・理解） 

【仮説２】 

・自分の考えを立体

の模型やホワイト

ボードを使って相

手にわかりやすく

伝える場面を設け

る。  

・相手の意見を聞き，

自分の考えとの違

いや自分の考えが

深まるような姿勢

を促していく。 

★三角柱の体積の求

め方を前時の学習

をもとに考え，公

式を導きだしてい

たか。（数学的な考

え方） 

● ど の 式 で も 共 通

し て い る こ と は

何 か な ？  

● ど の 考 え 方 も 底

面 積 に 高 さ を か

け て 求 め て い ま

す ね 。  

 

 

★角柱の体積の公式

を 理 解 し て い た

か。（知識・理解） 

・ ミ ニ ホ ワ イ ト ボ ー ド に 自 分

の 考 え を 書 く 。  

 

 

 

・ 一 人 ず つ ホ ワ イ ト ボ ー ド を

使 い な が ら 発 表 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 ÷２ が あ り ま す 。 」  

 

 

 

 

答 え  答 え  3 6 c m ３  

 

 

 

 

 

 

ま

と

め

る  

10

分  

  

まとめ  三角柱の体積＝底面積×高さ 

予 想 される考 え  

 

求め方①三角形の面積を求めて，高さをかけた。  

・ ３ ×４ ÷２ ×6＝ 36   答 え  3 6 c m３  

 

求め方②三角柱を２つ組み合わせて四角柱にして求めた。  

・ ４ ×３ ×6÷２ ＝ 36   答 え  3 6 c m３  

 

求め方③三角柱を２つ組み合わせて四角柱にして１ c m ３

の 立 方 体 を 何 個 分 積 み 上 げ た か 考 え ２ で

割 っ て 求 め た 。  

・ ４ ×３ ×6÷２ ＝ 36   答 え  3 6 c m３  
 

 

求め方④三角柱を横に切り，２つ組み合わせて四角柱にし

て求めた。  

・ ６ ÷２ ＝ ３  

３ ×３ ×４ ＝ 36     答 え  3 6 c m３  

 

まとめ こみぐあいは，１㎡あたりなど単位量あた 

りの大きさで比べることができる。 
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（４）個人の実態と支援・座席表  

 

 
 児 童 Ａ  児 童 Ｂ  

実 態  算 数 に 苦 手 意 識 を も っ て お り ， 個 別

の 支 援 が 必 要 で あ る 。 一 生 懸 命 問 題

を 解 こ う と す る 姿 勢 は 見 ら れ る 。 直

方 体 の 体 積 を 求 め る 時 に ， 立 式 で 間

違 え る こ と が あ る 。 計 算 や ノ ー ト に

字 を 書 く こ と に は や や 時 間 が か か

る 。 発 表 す る 時 に は 声 が 小 さ く な り

や す い 。  

算 数 に 苦 手 意 識 を も っ て い る 。 単 元

に よ っ て は ， 定 着 が し っ か り で き て

お り ， 計 算 も 素 早 く 行 う こ と が で き

る 。 立 方 体 や 直 方 体 の 体 積 は 求 め る

こ と が で き る 。 緊 張 す る と ， 声 が 小

さ く な り ， 発 表 の 時 に ノ ー ト を 持 っ

て い る 場 合 は ， ノ ー ト で 顔 が 隠 れ る

こ と が あ る 。  

支 援  問 題 提 示 か ら 課 題 ま で の 場 面 で 三 角

柱 の 定 義 や 直 方 体 な ど の 立 体 を 想 起

さ せ て ， 課 題 解 決 に つ な げ て い く 。

個 人 思 考 で は ， ヒ ン ト カ ー ド な ど も

活 用 さ せ な が ら ， 自 分 の 考 え が も て

る よ う に す る 。  

直 接 指 導 で の 問 題 提 示 か ら 課 題 ま で

の 場 面 で ， 発 問 し な が ら ， 声 を 出 さ

せ ， 緊 張 を 和 ら げ て い く 。 ま た ， そ

の 場 面 で 既 習 事 項 も 想 起 さ せ て ， 課

題 解 決 へ の 見 通 し を 持 た せ る よ う に

す る 。  

 

  児童Ｆ  児童Ｃ  
実態  小 数 の わ り 算 な ど の 計 算 は 定 着 し て

い る 。 計 算 も 素 早 く 計 算 す る こ と が

で き る 。 課 題 に 対 す る 自 分 の 考 え を

書 く こ と に は ， や や 時 間 が か か る 。

友 達 か ら の 助 言 で ， 理 解 が 進 む こ と

も あ る 。 課 題 に 対 し て 前 向 き に 臨 む

こ と が で き る 。  

柔 軟 な 発 想 力 を 発 揮 す る こ と が あ

る 。 算 数 に 苦 手 意 識 を も っ て お り 個

別 の 支 援 が 必 要 で あ る 。 ノ ー ト の 書

き 方 ， 定 規 の 使 い 方 な ど も ま だ 定 着

し て い な い 。 小 数 の わ り 算 で は ， 計

算 で き な い 問 題 も あ る 。  

支援  問 題 か ら 課 題 提 示 ま で で 混 み ぐ あ い

に つ い て 理 解 さ せ ， 課 題 解 決 の 時 に

自 分 の 考 え が も て る よ う に す る 。 ま

た ， 個 人 思 考 の と き に ヒ ン ト カ ー ド

な ど も 活 用 さ せ て い く 。  

ま ず は ， 課 題 解 決 へ の 見 通 し が 持 て

る よ う に 直 接 指 導 で 自 分 な り の 言 葉

を 引 き 出 す よ う に す る 。 ま た ， 個 人

思 考 の 時 に は ， ヒ ン ト カ ー ド な ど を

準 備 し ， 課 題 解 決 に 向 け て 意 欲 が 持

続 で き る よ う に す る 。 集 団 解 決 の 時

に は ， 自 分 の 考 え を 発 表 で き る よ う

に 助 言 を す る 。  

 児童Ｇ  児童Ｄ  
実態  理 解 力 が 高 く ， 算 数 の 学 習 内 容 も ほ

ぼ 定 着 し て い る 。 緊 張 す る こ と も あ

る が ， 積 極 的 で 自 分 の 考 え を し っ か

り 述 べ る こ と が で き る 。 近 く の 級 友

に も 自 分 の 考 え を わ か り や す く 教 え

る 場 面 も 見 ら れ る 。  

整 数 や 小 数 の わ り 算 は 定 着 し て い

る 。 割 り き れ な い 小 数 の わ り 算 の 答

え を 概 数 に す る と き に 間 違 う こ と が

あ る 。 課 題 を 解 決 し よ う と 一 生 懸 命

考 え る 姿 勢 が 見 ら れ る 。 手 順 の 多 い

計 算 に は 消 極 的 で あ る 。  

支援  緊 張 せ ず に ， 普 段 と 同 じ よ う に 積 極

的 に 発 言 で き る よ う に 支 援 し て い

く 。 リ ー ダ ー 性 が 発 揮 で き た 時 ， 考

え が 発 表 で き た と き に は し っ か り 褒

め て い く 。  

直 接 指 導 で ， 本 時 の 課 題 を し っ か り

つ か み ， 課 題 解 決 に 向 け て 見 通 し が

も て る よ う に し て い く 。 班 で 考 え を

交 流 す る 場 面 で は ， し っ か り 発 表 で

き る よ う に 指 導 す る 。  

  児童Ｅ  
実態   算 数 の 学 習 内 容 は ほ ぼ 定 着 し て い る

が ， 小 数 の わ り 算 な ど で 小 数 点 の つ

け 忘 れ な ど が 見 ら れ る 。 ノ ー ト 作 り

は ， 定 着 し て い な い 面 が あ る 。 気 分

に よ っ て 課 題 に 対 し て む ら が 見 ら れ

る 。 理 解 力 は 高 い 。  
支援   導 入 の 直 接 指 導 で は ， 具 体 的 な 場 面

が 想 起 で き る よ う に し て ， 課 題 解 決

に 向 け て 意 欲 を 高 め て い く 。 個 人 思

考 の 場 面 で は ， 思 考 が 停 滞 し た と き

に ヒ ン ト カ ー ド を 活 用 し て ， 意 欲 が

持 続 で き る よ う に す る 。  

黒     板  
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